











◯ 旭川市科学館研究報告 第 1号 2006年 3月
（〒078―8329 北海道旭川市宮前通東 旭川市科学館）
舟橋 健・成田一芳・南 尚貴：旭川市科学館敷地内の草本植物調査（1―4）／成田一芳・塩田 惇・鈴木紘
一：旭川市周辺における川辺の植生調査について（第 2報）－石狩川－（5―29）
◯ 秋田自然史研究 第 50号 2006年 2月




◯ 東北植物研究 第 12号 2005年 12月
（〒989―0232 宮城県白石市福岡長袋字陣場が丘 5―27 東北植物研究会）




◯ 茨城県自然博物館研究報告 第 9号 2006年 3月
（〒306―0622 茨城県坂東市大崎 700 ミュージアムパーク茨城県自然博物館）
栗原 孝・小幡和男：茨城県稲敷郡阿見町の維管束植物（61―78）／小幡和男・大原京子・渡辺朝一：マコモ
とヒメガマの根茎（79―87）／小池 渉・小幡和男・国府田良樹・太田俊彦・李 虹・張 哲敏：ミュージア
ムパーク茨城県自然博物館の開館 10周年記念企画展にかかる中国内蒙古自治区の地質および植物調査の概要
（105―119）
◯ 食虫植物研究会々誌 57巻 4号（通巻 197号） 2006年 10月
（〒102―8159 東京都千代田区富士見 1―9―20 日本歯科大学生物学教室内 食虫植物研究会）
倉田薫子：ニューカレドニアにおける Nepenthes vieillardii Hook.f. の変異を探る（1）（83―87）／石出孝行：
Highland Nepenthes 袋の内斑および外斑と補虫性能について（87―89）／石出孝行：栽培上から見た Nepen-
thes lowii, N . macrophylla および N . ×trusmadiensis の比較（90―91）／鈴木 稔：Drosera hamiltonii
の花芽形成について（91―92）／小宮定志・柴田千晶：平成 17年度宝蔵寺沼における環境調査及びムジナモ
等水生植物の放流増殖実験等の経過報告（92―98）／柴田千晶：9月の壱町田湿地植物群落（99）
◯ FLORA KANAGAWA No. 63 2006年 10月





◯ 川崎市青少年科学館紀要 第 17号 2006年 3月
（〒214―0032 川崎市多摩区枡形 7―1―2 川崎市青少年科学館）
吉田三夫：川崎市黒川の花暦（5―24）
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◯ 横須賀市博物館研究報告（自然科学） 第 53号 2006年 3月
（〒238―0016 横須賀市深田台 95 横須賀市自然・人文博物館）
大森雄治：タチアマモ（アマモ科）の直立生殖シュートの周年成長様式（英文）（33―40）
◯ 平塚市博物館研究報告自然と文化 No.29 2006年 3月
（〒254―0041 平塚市浅間町 12―41 平塚市博物館）
藤吉敬子・高木友治・藤吉正明：湘南海岸における海浜植物の分布と群落面積（1―14）／佐藤恭子・佐々木
あや子：馬入水辺の楽校における植物と環境の関係（15―25）
◯ 自然環境科学研究 第 19巻 2006年 12月
（〒220―0102 神奈川県津久井郡城山町原宿 5―15―6 （財）平岡環境科学研究所）




◯ 山梨植物研究 第 19号 2006年 4月





◯ 山梨生物 No. 62（終刊） 2006年 4月




◯ 立山カルデラ砂防博物館研究紀要 第 7号 2006年 3月
（〒381―0075 富山県中新川郡立山町芦峅寺字ブナ坂 68 立山カルデラ砂防博物館）
後藤優介・有本 勲・肴倉孝明・古林賢恒：立山カルデラおよび周辺域におけるツキノワグマの食性（3―13）
／曽根綾子：立山高山帯におけるライチョウなどによる種子散布（15―21）




◯ 伊那谷自然史論集 Vol.7 2006年 3月





◯ 富士竹類植物園報告 第 50号 2006年 8月
（〒411―0932 静岡県駿東郡長泉町南一色 885 日本竹笹の会）
村松幹夫：タケノホソクロバ（Artona funeralis Butler）の発生経過とタケ連の種属間における差異（3―15）





（Pleioblastus simonii Nakai）とチシマザサ（Sasa kurilensis Makino）との属間 F 1雑種植物におけるチ
シマザサの葉脈特性の発現（47―49）／片山 久：岡山県産竹笹類の最大稈（63―66）／濱田 甫：鹿児島県
産竹類の新知見（22）（90―95）／松本重幸：タケ、ササ日記（2005）（113―114）／清水美重子：ボルネオの
バンブー（115―120）／Liu Li・Lin Xinchun・Yu Youming：苦竹（Pleioblastus amarus）の葉においての
鉱物栄養分とアミノ酸含有量の年間変化（英文）（121―133）／三樹和博：神奈川県丹沢山地からの報告タン
ザワザサの現在（182―188）／柏木治次・多賀直人：タケの開花の不思議（207―211）
◯ 鳳来寺山自然科学博物館館報 第 35号 2006年 3月
（〒441―1944 愛知県新城市門谷字森脇 6 新城市鳳来寺山自然科学博物館）
中西 正：長ノ山湿原の植生と 30年間の変化（35―54）
◯ 京都植物 第 28巻第 3号 2006年 9月





◯ 奈良植物研究 第 29号 2006年 3月




◯ 南紀生物 第 48巻第 2号 2006年 12月
（〒644―0011 和歌山県御坊市湯川町財部 522―2 乾風 登方 南紀生物同好会）
久保田 信：和歌山県田辺湾に最近漂着した 2個目のモダマ（マメ科）の種子（168）／山本修平・中野久美
子：高野山植物目録（171―176）
◯ くろしお No. 25 2006年 10月




◯ 倉敷市立自然史博物館研究報告 第 21号 2006年 3月
（〒710―0046 岡山県倉敷市中央 2―6―1 倉敷市立自然史博物館）
狩山俊悟・小畠裕子・榎本 敬：岡山県備前市の植物（1―57）／狩山俊悟：岡山県植物誌資料（4）岡山県の
バラ科サクラ属（59―73）／狩山俊悟・小畠裕子・榎本 敬：岡山県新産の帰化植物（17）（81―83）
◯ 比婆科学 第 220号 2006年 8月
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◯ 鳥取県立博物館研究報告 第 43号 2006年 3月
（〒680―0011 鳥取市東町 2―124 鳥取県立博物館）
清末幸久：鳥取県におけるヒナノシャクジョウの初記録（17―18）
◯ 佐賀自然史研究 第 12号 2006年 7月
（〒849―0303 佐賀県小城郡牛津町大字牛津 152―4 上赤博文方 佐賀自然史研究会）
岩村政浩：レッドデータブックさが追加候補植物（4）（25―29）／柳本義治・中原正登：佐賀県立宇宙科学館
所蔵のレッドリスト植物標本リスト（1）－裸子植物・単子葉植物－（31―57）
◯ 宮崎県総合博物館研究紀要 第 27輯 2006年 3月
（〒880―0053 宮崎市神宮 2丁目 4―4 宮崎県総合博物館）
斉藤政美：宮崎県のアザミに関する研究（1）ニッポウアザミ（11―15）／黒木秀一・佐藤俊博：日本新産種
「トライグチ」発生地の環境調査（17―28）
◯ BOTANY No.56 2006年 12月
（〒860―0007 熊本市古京町 3―2 熊本博物館内 熊本記念植物採集会）
佐藤千芳：流湿原の植物と保全のあり方（1―17）／石黒義也：済州島の植物目録（18―45）／河上昭夫：熊本
県産蘚類仮目録（46―63）／中下雅子・黒岩展子：飯田山の植物調査（1）－羊歯－（64―69）




4月 8日 菊池多賀夫 〒982―0033 仙台市太白区富田字上野中 119―8
10月 16日 村上健太郎 〒618―0014 大阪府三島郡本町水無瀬 2―16―9
12月 7日 山田 敏弘 〒920―1192 金沢市角間町 金沢大学大学院自然科学研究科生命科学専攻
住所・氏名変更及び訂正（2006年 10月～2006年 12月）
山城 稔幸 〒673―0017 明石市野々上 3丁目 4―17 野沢アパート 206 → 〒564―0023 吹田市日の出
町 9―16 旭第 2マンション 201号
奥田 桂介 〒501―6318 羽島市上中町沖 1709 → 〒501―1159 岐阜市西改田松ノ木 21―1―B―208
宮本 太 〒243―0034 厚木市船子 1737 東京農業大学農学科 → 〒243―0034 厚木市船子 1737 東
京農業大学バイオセラピー学科
西沢 徹 〒920―1192 金沢市角間町 金沢大学大学院自然科学研究科 → 〒305―8506 つくば市小野
川 16―2 独立行政法人国立環境研究所 生物圏環境研究領域生態遺伝研究室
小澤 正幸 〒357―0112 埼玉県入間郡名栗村下名栗 243 → 〒357―0112 飯能市下名栗 243
第 54巻 正誤 Erratum in Vol. 54
論文名：岩松佳代・沖津 進：富士山高山域の異なる土壌粒径上に生育するオンタデの地下形態
（ページ） （カラム） （行） （誤） （正）
4 Left 18 地表面下 220 地表面下 20
December 2006 J. Phytogeogr. Taxon. Vol. 54. No. 2
－ 161 －








































英文原稿は，A 4判用紙に上下 3 cm程度，左右 2.5 cm程度あけ，ダブルスペースで 25行を原稿の 1頁と
する。和文原稿の場合は，原則として日本語ワードプロセッサーを使用し，A 4判の用紙に周囲それぞれ 3 cm






植物地理・分類研究 第 54巻第 2号 2006年 12月
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示し，図中の記号，数字には活字（写植を含む）をはりこむこと。図は原則として刷り上がりで 15 cm（頁巾）








形を使用する場合，Brummit, R. K. and Powell, C. E．（eds．）．1992. Authors of plant names. 732 pp. Royal
Botanic Gardens, Kewの表記を用いる。標本庫の略語はHolmgren, P. K., Holmgren, N. H. and Barnett,








して，1999 a, 1999 bのように区別する。著者が 3名以上で第 1著者が同じである場合は，他の著者が異なっ
ている時でも年号のあとにアルファベットを付して区別する。なお本文中での引用は，石川（1999）もしく
は（Toyama 1999）のように著者名と発表年を用いる。なお著者が 2名の場合，石川・富山（1999），（Ishikawa
and Toyama 1999），3名以上の場合，石川他（1999），（Toyama et al. 1999） の形式を用いること。
a 雑誌の場合：著者名（姓前名後とし，すべての著者名をあげる），年号，論文表題，雑誌名，巻数（太
字）：頁とし，通し頁でない場合のみ巻数の次に丸がっこで号数をあげること。
石川太郎．1989．日本産イネ科の系統分類．地理分類研究 25 : 33―42.









石川太郎．1984．イネ科．富山次郎（編）．日本植物誌 III, pp. 38―78．石川出版，金沢．
Ishikawa, T. 1985 a. Taxonomic study of Asiatic Gramineae. 1204 pp. Smith and Brown, New York.
Ishikawa, T. 1985 b. Morphology in Gramineae. Willson H.B., Clemens, A. C. and Backer, I.P．（eds．）．
Gramineae in the world, pp. 23―45. Academia, London.
富山次郎．1984．ユリ科．富山次郎（編）．日本植物誌 III, pp. 20―78．石川出版，金沢．
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